
⑨教職員の業務の精選。

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

（１）教育課程

教育目標の具現化に向けて、
校務分掌の垣根を越えて課
題を共有、解決できる場を設
定する。

・学校評価検討委員会を計画・運営す
る。その中でそれぞれの分掌の現状と課
題を集約し、共有・検討できるような教育
課程の立案、施行、評価を行う。
・カリキュラムマネジメントを意識し、教科
横断的な視点で教育課程を行う。
・職員会議においては、部会・学年打ち
合わせ等を有効に活用し、提案及び協
議内容を精査し、スリム化をはかる。
・教職員用のマニュアルを活用し、全職
員が共通理解をはかりつつ業務、指導
にあたる。
・チームワークと時間対効果を意識した
業務の推進を行う。

・学校評価検討委員会を適宜開
催し、①今年度の重点目標、具
体的施策の検討②成果と課
題、改善策の検討③来年度重
点目標の設定を行い、教育目
標の具現化に役立てる。
・学校評価アンケートの教育課
程の項目「お子様はは楽しく学
校に行っていますか」（保護者
用）、「学校は楽しいですか」（児
童用）で肯定的な意見がともに
90％を超える。(昨年度96.1％、
90.1％)
・教職員用内部アンケートで、
「各分掌・職員会議などにおい
て業務改善がなされたか」で肯
定的な意見が85％を超える。
(昨年度84％)

B

・学校教育目標・重点目標を意識して教育活動に取
り組むことができた。
・保護者アンケート「お子さんは楽しく学校に行ってい
ますか」で肯定的な意見が95.1％(昨年度96.1％)、児童
アンケート「学校は楽しいですか」で肯定的な意見が
89.4％(昨年度90.1％)で昨年度と同等を維持することが
できた。
・児童アンケート「学校行事は楽しいですか」で肯定
的な意見が95.2％（昨年度96.1％）、保護者アンケート
「お子さんは学校行事に楽しく参加していますか」で
肯定的な意見が98.7％（昨年度97.8％）で昨年度と同
等であった。

(課題)
・教職員用内部アンケートで、「各分掌・職員会議な
どにおいて業務改善がなされたか」で肯定的な意見
が78％(昨年度84％)であったので、まだまだ改善の余地
があることが分かった。

・達成感や充実感が味わうような行事作りを目指し、各
校務分掌と連携し、児童の成功体験を積み上げていく。

・業務改善アンケートを適宜取り、改善機会を増やす。
また会議の持ち方を検討し、改善に努める。

・コロナ禍ではあるが、徐々に行事も
行われるようになり、子どもたちが楽し
く学校に登校できているのが、アン
ケートの結果に結びついていると思
う。次年度は感染対策も緩和に向かっ
ているので、分散ではなく全体（全児
童）が集まって行われることを願ってい
る。
・業務改善については未達のため、単
年度より複数年計画で、優先順位をつ
けて加速していただけたら良いかと思
う。(課題抽出と案を共有して）

（２）学習指導

・「主体的・対話的で深い学
び」や「言葉による見方・考え
方を働かせる授業」のあり方
を研究する。
・読み書き計算などの基礎的
な学力を児童に定着させるた
めの教育活動を計画する。

・「書くこと」を通して豊かな語彙を獲得す
るための授業づくりを推進する。
・配慮を要する児童に対する手立てを具
体化し、全ての子の授業参加を促す。
学力向上委員会において、系統的な朝
学習のとりまとめや、学力テストの結果
に基づいた対策などの検討を行う。

・教職員用内部アンケー、「本校
の教師は『言葉による見方・考
え方を働かせる授業』を行って
いる」の肯定的意見の割合が７
０％を超える。
・児童アンケート「学校の授業は
わかりやすいですか」の肯定的
意見の割合が90％を目指す。
(昨年度92.9％）また、「書くこと
を積極的に取り組めています
か」の項目を起こし肯定的な意
見の割合をめざす。
・保護者アンケート「お子さんは
学力が定着していますか」の肯
定的意見の割合が昨年度を上
回る。（昨年度88.9％）

B

・教職員用内部アンケート「本校の教師は『言葉による見
方・考え方を働かせる授業』を行っている」の肯定的意見
の割合が95.3％で目標を上回った。
・児童アンケート「学校の授業はわかりやすいですか」の
肯定的意見の割合で93％(昨年度92.9％）で目標を上
回った。
・児童アンケート「書くことが好きですか」において肯定的
な意見が69.5％であった。
　・保護者アンケート「お子さんは学力が定着しています
か」の肯定的意見の割合が85％（昨年度88.9％）と昨年
度より下がり目標を上回ることができなかった。

（課題）
・児童アンケート「書くことが好きですか」において肯定的
な意見が69.5％であったことより、意欲を伸ばす取り組み
が必要であることが分かった。

・学力向上委員会において、系統的な朝学習のとり
まとめや、学力テストの結果に基づいた対策などを
行う。
・児童が書くことにが楽しいと感じられるような取り
組みや実践を教職員で共有し、普段の授業づくりに
役立てる。またその中から豊かな語彙の獲得につ
ながる取り組みを校内で研究していく。

・わかりやすい授業を心がけて取り組
んでいただけるのが、アンケート結果
から見られ、感謝いたします。
・タブレットの導入で、“書く”より“視る”
ことが多くなるのではないか。有効的
な使用で、目標達成に向けて工夫して
いただけたらと思う。
・授業の内容は理解ができているが、
文字に表すのが苦手なのだと思うの
で、低学年から自分の考えを文字に表
すことに慣れるような学習内容にして
ほしい。
・「書くことがきらい」「書くことがいや
だ」という原因について知ることも必要
だと思う。

（３）生活指導

・問題行動の未然防止、早期
解決を図り、児童が楽しく過ご
せる環境を作る。
・不登校の早期発見、対応に
努め、児童が安心して通える
よう支援する。
・いじめの未然防止や早期発
見、対応を図り、児童が楽しく
過ごせる環境を作る。

・学年、生活指導部会、管理職間の円滑
な連絡体制の確立、校内職員の共通理
解を徹底し、チームで課題解決にあた
る。
・日々の観察から登校しぶり等に気がつ
き、家庭訪問や、電話連絡により家庭と
密に連携を図る。
・いじめ防止等のための基本方針にそっ
た対応マニュアルの見直しと周知を行
い、組織的な対応を継続する。
・いじめアンケートや聞き取り調査、セル
フチェックシートによる観察からいじめの
早期発見、対応に努め、家庭訪問や、電
話連絡により家庭と密に連携を図る。

・道徳教育でいじめや差別の問題につい
て考え、日々の行いに立ち返る働きかけ
を行う。

・教師の校内アンケートにおい
て「本校は問題行動が起きたと
き、組織的に対応できている
か」が90％を超える。(昨年度
100％)
・保護者アンケートにおいて「お
子さんは楽しく学校に行ってい
るか」が90％を超える。(昨年度
96.1％)
・保護者アンケートにおいて「学
校はいじめや心の問題に取り
組んでいますか」が80％を超え
る。(昨年度74.6％)
・児童アンケートにおいて「あな
たのクラスでは、いじめを許さな
いクラスづくりに取り組んでいま
すか」が90％を超える。(昨年度
88.6％)

B

(成果)
・教師の校内アンケートにおいて「本校は問題行動が起
きたとき、組織的に対応できているか」が目標の90％を
上回った。(昨年度100％⇒97.6％)
・保護者アンケートにおいて「お子さんは楽しく学校に
行っているか」が目標の90％を上回った。(昨年度96.1％
⇒95.1％)
・児童アンケートにおいて「あなたのクラスは、いじめを許
さないクラスづくりに取り組んでいますか」が目標の90％
を上回った。(昨年度88.6％⇒92.2％)

(課題)
・保護者アンケートにおいて「学校はいじめや心の問題
に適切に取り組んでいますか」が目標の80％(昨年度
74.6％⇒71.9％)を下回り、保護者への啓発が必要であ
ることが分かった。

・保護者アンケートは23.4％が「わからない」と回答して
おり、学校の取り組みが家庭にわかりやすく伝わってな
いことが推測できる。引き続き、いじめに対する学校の
取り組みをホームページや家庭との連絡の際に丁寧に
説明していきたい。
・昨年度より保護者も児童も微増傾向であるため、今年
度の取り組みを継続していく。

・いじめアンケートや生活指導部会等での学校全体での
情報共有を徹底し、不登校傾向の事前把握と早期対応
に努める。

・いじめはあってはならないし、早期発
見と迅速な対応が必要でもあり、取り
組みについての説明など、マイナスと
なっている情報発信を機会ごとに一方
通行とならない様に、引き続き取り組
んでいただけたらと思う。

（４）安全管理

・地震・火災・不審者遭遇時、
児童が自分で判断し、命を守
るための行動をとることがで
きるようにする。
・正しい校内の歩き方や通学
のしかた、遊具の安全な使い
方、自転車の乗り方ができる
ようにする。
・上の３点について、安全指
導について家庭と連携を図り
ながら取り組む。

・新型コロナウイルス感染防止に配慮し
ながらも、自分で災害や不審者から命を
守るための指導や訓練を適切に行って
いく。
・通学路や校内の正しい歩き方につい
て、教職員が引き続き意識を統一させ指
導にあたる.
・終業式や学校朝礼による全体指導や
資料を活用した学級指導などを通して啓
発する。
・児童が安全に遊具を使用できるよう全
体指導を行う。
・児童が、安全について学習したことを
保護者にきちんと伝えられるような指導
を行う。また、指導内容が家庭に伝わる
工夫（手紙、懇談、ホームページ等）をし
て啓発する。

・学校評価児童アンケートの安
全指導の項目「もし火事や地震
にあったり、ふしん者に出会っ
たりしたら、先生がいなくても身
を守る行動がとれますか」で、
肯定的な意見の割合が90％を
超える。（昨年度94.4％）　か
つ、訓練に真剣に取り組むこと
ができる。
・学校評価児童アンケートの安
全指導の項目「学校の廊下や
道路では、右側を広がらずに歩
くことができている」で、肯定的
な意見の割合が80％を超える。
（昨年度78.7％）
・学校評価の保護者アンケート
の「学校は校内での過ごし方や
遊具の安全な使い方、交通
ルールなどを指導しています
か」の項目で、肯定的な意見の
割合が80％を超える。（昨年度
78.8％）
・学校評価保護者アンケートの
安全指導の項目「学校は火事
や地震・不審者などの危機に適
切に対応できるような指導や訓
練を行っていますか」で肯定的
な意見の割合が90％を超える。
（昨年度85％）

B

（成果）
・児童アンケート「もし火事や地震にあったり、ふしん者
に出会ったりしたら、先生がいなくても身を守る行動がと
れますか」で、肯定的な意見の割合が92.5％(昨年度
94.4％) で目標を上回った。
・3学期は、コロナ禍の中であったが、地震の避難訓練
は予告なしで、引き渡し訓練は1年生から3年生まで行っ
た。その後、子どもたちの振り返りをとることで、自分自
身の事として捉え積極的に参加することができた。
・児童アンケート「学校の廊下や道路では、右側を広がら
ずに歩くことができている」で、肯定的な意見79.8％(昨
年度78.7％)と昨年度より少し上がったが、目標を上回る
ことはできなかった。
・保護者アンケート「学校は校内での過ごし方や遊具の
安全な使い方、交通ルールなどを指導していますか」
で、肯定的な意見が76.6％(昨年度78.8％)と目標を達成
することができなかった。
・保護者アンケート「学校は火事や地震・不審者などの危
機に適切に対応できるような指導や訓練を行っています
か」で肯定的な意見が85％(昨年度85％)と目標を達成す
ることができなかった。
(課題)
・「校内での過ごし方や遊具の安全な使い方」のアン
ケート項目で２年続けて目標を達成できておらず、全体
指導のみでは児童に行き届いていないところがある。

・引き続き教職員一人ひとりが交通ルールやマナーに対
する意識を持って、日常的に指導したり、登校指導の時
に声をかけたりしていく。始業式や終業式などで全校生
に一斉によびけかける。「愛護部」と連携し、通学路に危
険箇所があれば、学校に教えてもらうようにする。
・感染が広がらないように配慮しつつ訓練の実施方法を
前向きに今後も検討していく。また、保護者にも引き渡し
訓練などに参加してもらい、災害時の動きをよびかけ
る。
・校内での過ごし方や遊具の安全な使い方に関して、引
き続き学校朝礼などで全体に声かけしていく必要があ
る。また、教職員一人ひとりが意識して子どもたちを見
守り、指導していくようにする。

・学校内及び登下校時の事故防止の
徹底のため、点検結果をＰＴＡ、地域、
学校運営協議会等で共有するため開
示してはどうか。それぞれの立場で、
子どもたちを守っていく仕組み作りが
大事かと思う。
・登下校時の安全を見守りしている立
場から、毎日短い時間で良いので、
「安全」ということを伝えてもらいたい。

（５）保健管理

・｢早寝・早起き・朝ごはん｣等
の基本的生活習慣の定着を
はかる。
・口腔内の健康の保持増進を
はかる。
・感染症対策として環境衛生
に配慮し、刻一刻と変化する
状況に応じ、必要な対処方法
を選定、実施していく。

・児童の生活習慣アンケート結果や健康
診断の結果をもとに、ほけんだより、
ホームページ、個人懇談会などを利用し
て児童・保護者への啓発を行い、家庭で
の児童への指導を推進する。
・感染症予防を意識し、「新しい学校生活
様式」を組み込んだ保健指導を継続して
いく。
・保健室での個別指導の強化
・掲示物を利用した啓発活動を行う
・感染症対策としての環境衛生の充実を
はかる。

・アンケートで、｢早寝・早起きを
守っている｣が70%(昨年度64%)
を上回り、「朝ごはんを食べてい
る」が90%(昨年度93.5%)を維持
する。
・歯科受診勧告書の提出率を経
年比較し、受診率が1～4年
60%(一昨年度59.1%)、5・6年
40%(一昨年度51.4%)を上回る。
・「あなたは学校で決められた
場面において、手洗い・マスク
の着用・3密回避などに気をつ
けた生活ができていますか？」
が90%(昨年度94%)を維持する。

B

(成果)
・児童のアンケートで「朝ごはんを食べている」について
は94.5%（昨年度93.5 %）ができていると回答。「朝ごはん
を食べる」ということについては、定着している。
一方、　「早寝・早起き」については児童アンケートで
64.6%（昨年度64%）ができていると回答。しかし、保護者
アンケートでは「早寝・早起き」について85.3%ができてい
ると回答しており、児童と保護者の意識に乖離があるこ
とが分かった。
・歯科受診率(う歯治療率)は1～4年66.5%(昨年度
60.0%)、5・6年40.0%(昨年度40.0%)と目標を達成できた。
・「あなたは学校で決められた場面において、手洗い・マ
スクの着用・3密回避などに気をつけた生活ができてい
ますか？」が89.6%%(昨年度94%)で、目標の90%を若干下
回った。
(課題)
・アンケート結果より「早寝早起き」についての定着がま
だまだ不十分であることがわかった。児童・保護者の意
識改善に努める必要がある。

・『早寝早起き』にスポットを当てた指導や啓発を行い、
基本的生活習慣の定着につなげていく。
・引き続き口腔内の健康を保持するための指導や啓発
を進める。
・生活場面で清潔行動を自ら進んで行えるよう啓発す
る。

マスクの自己判断等、感染対策緩和
で指導が難しくなるかと思う。手洗い、
マスクでやや押さえられていたインフ
ルエンザも、以前のように拡大するリ
スクもあり、留意してほしいと考える。

（６）保健体育教育

・児童の体力・運動技能の向
上を目指し、運動への意欲・
関心を高める。

・体育施設、備品の充実をは
かり、活動しやすい環境を整
える。

・授業作りについての研修を行い、授業
改善を計る。（体力向上、楽しい運動遊
び、ニュースポーツなど）
・授業作りに関する本を配付し授業研究
に生かす。

・各単元が始まる前に備品や消耗品の
チェックを行う。
・備品を整理するために、どこに何がお
いてあるかわかるように視覚的な配慮を
する。

・学校評価児童アンケートの「休
み時間や家に帰ってから外で遊
んでいますか。」の項目で肯定
的な意見の割合が75％を超え
る（昨年度68.9％）

・学校評価児童アンケートの①
「学校の図書館や体育館は利
用しやすいと思いますか」②「学
校の道具や器具が壊れたとき、
すぐに修理してくれていると思
いますか」の項目で肯定的な意
見の割合が昨年度を超える。
(昨年度①96.2％②83.9％)

B

・児童アンケート「学校の図書館や体育館は利用しやす
いと思いますか」の項目で肯定的な意見が95.2％(昨年
度96.2％)で昨年度と同等であった。

・児童アンケートの「学校の道具や器具が壊れたとき、す
ぐに修理してくれていると思いますか。」の項目で肯定的
な意見の割合が85.3％(昨年度83.9％)で昨年度を上回っ
た。

課題
・学校評価児童アンケートの「休み時間や家に帰ってか
ら外で遊んでいますか。」の項目で肯定的な意見の割合
が68.1％(昨年度68.9％)で75％を下回り、外遊びを推奨
する働きかけが必要であると分かった。

・接触の少ない遊びを指導し、休み時間に、より外遊び
ができるようにしていく。また、委員会などで外遊びを促
すような活動をする。

コロナの影響が大きいとは思うが、外
遊びのアンケート結果が目標を下回っ
た真の原因を深掘りし、対策を講じて
いただけたらと思う。

（７）人権・同和教育

人権・同和に関する問題や児
童が抱える問題の対応につ
いて職員で情報を共有する。

・学級づくり研修会や夏季研修等の職員
研修を実施し、人権・同和問題への理解
を深め、一人一人の児童に寄り添った学
級経営に取り組む。
・児童の発達や実態に合わせた人権課
題を取り上げ、人権同和教育授業参観
等を活用して、授業を行う。
・仲間づくり集会を行い、発表や事後指
導を通して、より良い学級づくりに取り組
む。

・児童アンケート「あなたがこ
まったときに先生は相談にのっ
てくれますか」で肯定的な意見
が90％を超える。(昨年度
94.1％)
・児童アンケート「クラスで苦手
なことを頑張っている友だちを
応援できていますか。」の項目
で肯定的な意見が90％を超え
る。(昨年度90.8％）
・教師アンケート「本校の教師は
悩みや不安を抱えている児童
の相談にのっている。」で肯定
的な意見の割合を維持する。
(昨年度95.4％)

A

(成果)
・児童アンケート「あなたがこまったときに先生は相談に
のってくれますか」で肯定的な意見が．94.8％(昨年度
94.1％)で目標を達成することができた。
・児童アンケート「クラスで苦手なことを頑張っている友だ
ちを応援できていますか。」の項目で肯定的な意見が
90.6％(昨年度90.8％）で目標を達成することができた。
・教師アンケート「本校の教師は悩みや不安を抱えてい
る児童の相談にのっている。」で肯定的な意見が１００％
(昨年度95.4％)だった。
・動画視聴の形をとって仲間づくり集会を実施し、他学年
の発表を聞いて自分自身を振り返ることができた。
・授業参観で身近な差別や偏見について授業を行い、身
のまわりでおこっている差別について考えを深めること
ができた。
・情報モラル教育についての職員研修を行い、理解を深
めた。

(課題)
①仲間づくり集会が子どもたちにとって有意義なものに
なるように、実施方法を工夫していく必要がある。
②ネットトラブルの増加が懸念される。

(課題改善)
①双方向での交流ができるように仲間づくり集会の
実施方法を考え、目標を達成できるように取り組み
を進めていく。
②情報部と連携して、情報モラルに関する指導や職
員研修を継続する。

ネット、ＳＮＳなどによるトラブル対策
を、特に高学年には十分行っていただ
けたらと思う。

（８）特別支援教育

インクルーシブな社会の構築
に向け、各学級の配慮を要す
る児童や特別支援学級在籍
の児童、通級による指導を受
ける児童についての理解を深
め、思いやりの心を育て、助
け合って共に生きようとする
人間性豊かな子どもを育て
る。

・教育のユニバーサルデザイン化を推進
し、基礎的環境整備を図る。チェックシー
トを作成し、学校全体で共通理解して取
り組む。学校全体で「意識できていない」
項目に着目し、改善策を検討する。ま
た、ホームページで本校のユニバーサル
デザイン化について発信する。
・支援教育研修会で各学級の配慮を要
する児童や特別支援学級在籍の児童、
通級による指導を受ける児童について
の理解を深める。
・部会（校内委員会）で支援の必要な児
童について整理・報告し、各学年におろ
すことで全職員で共有していく。
・各学級の配慮が必要な児童に対し、ど
のような合理的配慮を行うとよいか、
様々なケースから具体策を検討する研
修を行い、日々の実践にいかす。
・各学級の配慮が必要な児童について、
校内の支援の流れを整備する。

・教育のユニバーサルデザイン化
チェックシートを用いて、学期ごとに
１８項目をチェックし、学期を追うご
とに「意識できている」が増える。
・学校評価アンケート（教職員用）
において、
「本校は校内委員会やコーディ
ネーターを置き、組織的に取り組ん
でいる。」（昨年度93.2%）
「本校は学習面・生活面等で配慮
の要する児童に対する具体的な指
導の手立てを工夫して指導を行っ
ている。」（昨年度97%）
「本校は学習面・生活面等で児童
が学びやすく、過ごしやすい環境
づくりに向けて基礎的環境整備（Ｕ
Ｄ化）に取り組んでいる。」（昨年度
97.8%）
の項目で、肯定的な回答の割合を
維持する。
・学校評価アンケート（保護者用）
において、「学校は、教育のユニ
バーサルデザイン化に取り組んで
いますか。」の項目で、肯定的な回
答の割合が80％を超える。

・学校評価アンケート（児童用）、
「クラスで苦手なことを頑張ってい
る友だちを応援できていますか。」
の項目で肯定的な回答の割合が
90％を超える。(昨年度90.8％）

B

(成果)
・教育のユニバーサルデザイン化チェックシートで、全ての項目にお
いて２学期が１学期の数値を上回った。
・学校評価アンケート（教職員用）において、「本校は学習面・生活面
等で児童が学びやすく、過ごしやすい環境づくりに向けて基礎的環境
整備（ＵＤ化）に取り組んでいる。」の項目が95.3％（昨年度97.8%）で
肯定的な回答の割合を維持している。
本校の教育のUD化は学期を追うごとに浸透している。特に１学期の
結果を受けて数値が低い３項目を重点的に意識することを促したこと
で、数値が上昇しただけではなく視覚的な支援となる掲示物が増え
ている。また、地域の方々のご協力により棚のカーテンを全学級設置
することができ、環境整備を促進することができた。
・学校評価アンケート（児童用）において、「クラスで苦手なことを頑
張っている友だちを応援できていますか。」の項目で肯定的な回答の
割合が90％を超え、同等の割合を維持した。
・学校評価アンケート（教職員用）において、
「本校は校内委員会やコーディネーターを置き、組織的に取り組んで
いる。」の項目が93.1％（昨年度93.2%）
「本校は学習面・生活面等で配慮の要する児童に対する具体的な指
導の手立てを工夫して指導を行っている。」の項目が97.7％（昨年度
97%）であった。
部会（校内委員会）で支援の必要な児童を共有した資料を作成し、実
態把握を行うことで、支援の方向性や支援員の配置等を検討するこ
とができた。

（課題）
・学校評価アンケート（保護者用）において、「学校は、教育のユニ
バーサルデザイン化に取り組んでいますか。」の項目で、肯定的な回
答の割合が71.1％、分からないが25.7％である。
・今年度から保護者アンケートにUD教育に関する項目を追加し、UD
化の取り組みをHPで発信したが、肯定的な回答の割合は80％以下
で、来年度も継続して発信する必要がある。

・引き続き｢教育のUD化チェックシート｣を、全教員
が記入し、集約して数値化する。そして、数値が低
い項目においては、具体的な改善策を年度内に発
信する。また、各教室の掲示物や見やすい板書な
どの具体的なUDを共有し、全職員で活用できるよう
にする。
・保護者に対しても、継続して校内のUDの取り組み
を知っていただけるようにHPで発信しながら、目に
触れる機会を増やす。

・小学校においては、全国平均で10％
超の発達障がい児童がいるとのことで
すが、年々増加傾向にあるように思
う。
・今回、ＣＳにてＵＤ教育と関連して
カーテンの作成など支援させていただ
いたが、教職員だけでなく、ＵＤの取り
組み状況、案、事例などＣＳ，ＰＴＡなど
と一緒に取り組めるように、共有（進捗
など）したら、もっと良くなるかと考え
る。（多くの知恵を集めても良いかと思
う）
・そのような取り組みが、先生方の負
担軽減、業務改善にもつながると思
う。

（９）特別活動

・多様な他者と協働する様々
な集団活動の意義や活動を
行う上で必要となることにつ
いて理解し、行動の仕方を身
に付ける。
・集団や自己の生活、人間関
係の課題を見いだし、解決す
るための話し合い、合意形成
を図ったり、意思決定したりす
る。
・集団や社会における生活及
び人間関係をよりよく形成す
るとともに、自己の生き方につ
いての考えを深め、自己実現
を図ろうとする態度を養う。
・児童の自発的、自治的な活
動を通して、学級経営を充実
させる。

・新型コロナウイルス感染防止策を講じ
たうえで、学級活動を中心として話し合
い活動を行い、児童が積極的に学校を
より良くするために行動や発言していくよ
うにする。そのために、笹原小学校とし
ての話し合いの型を作り、どのような学
年の児童が集まっても同じ話し合いがで
き、合意形成できるようにする。(委員
会、高学年用の型は活用されているの
で、低学年用の話し合いの型を作成す
る）

・児童会活動を通して、学校および児童
が活性化する取り組みを考え、発信して
いくとともに、クラブ活動などの異学年交
流を通して人間関係を育成する。

①教職員用内部アンケートの
「委員会活動を計画的に行えた
か」（昨年度89％）、「クラブ活動
を計画的に行えたか」（昨年度
86％）で肯定的な意見が90％を
超える。

A

(成果)
・コロナ禍ではあったが、先生方に計画的に運営してい
ただき、委員会活動もクラブ活動も年間を通して滞りなく
行うことができた。
・教職員用内部アンケートの「各教科・道徳・笹のね・外
国語活動・特別活動の時間数は確保でき、計画的に進
められたか」で肯定的な割合を維持できた（９２％）。ただ
し、特別活動の時間についてのみ答えられたものではな
いことには留意が必要である。
・教職員内部アンケートの「委員会活動を計画的に行え
たか」で同程度の割合を維持できた（昨年度８９％→９
２％）。
・教職員用内部アンケートの「クラブを計画的に行えた
か」で、昨年度を上回った。（昨年度８６％→９２％）。
（課題）
・クラブ活動、委員会活動については、コロナ禍というこ
ともあり、３年前から年間３回ずつの実施となっている。
年間に３回ずつの実施では、児童は主体的な活動がで
きないのではないかという意見が昨年度から出ている。

・コロナ禍の収束を見据え、少しずつコロナ禍前の活動
水準に戻していく。また、移行期間については、活動内
容が主体的になるよう、担当者を中心に研究を重ねて
いく。

年に３回実施のクラブ活動を、感染対
策も考慮しながら回数を増やしていた
だく様、希望する。高学年の子どもた
ちにも、楽しみを増やしてあげればと
思う。

（10）情報管理・情報教育

・ICT機器を活用し、わかりや
すい授業作りに努める。
・USBメモリ等の情報機器に
関する管理方法について全
職員で周知徹底をはかる。
・情報教育（プログラミング教
育・情報モラル・セキュリティ）
の周知・推進を行う。

・パソコンルームや情報機器・School
Taktについての基本的な使い方につい
ての研修会・回覧等を実施するととも
に、タブレット端末の使い方の研修を行
う。
・情報機器を整理し、どこに何があるか
わかりやすいようにする。
・プログラミング教育の基本的な取り組
みについて研修を行い、周知を図る。
・USBメモリの管理表を作成し、適切に使
用する。
・個人情報の取り扱いについて年度初め
等定期的に注意喚起を行う。・保護者ア
ンケートに以下の項目を付け加える。｢タ
ブレットの活用により、お子様の学習意
欲は向上していると思いますか｣
・タブレット活用における家庭での学習
や活用（学習クラブや宿題等）をミニ講座
などを含む機会に提案する。

・学校評価教師アンケートの「本
校は児童・保護者の個人情報
の保護に努めている。」で昨年
度より肯定的な回答の割合を
維持を目指す（昨年度97.8％）
・学校評価保護者アンケートの
「学校は子ども・保護者に関す
る個人情報を適切に保護してい
ますか。」で肯定的な回答の割
合が80％を超える。（昨年度
91.0％）
・学校評価児童アンケート「先生
は、ＩＣＴ機器（テレビやパソコン・
タブレット等）を使って、教え方
にいろいろと工夫しています
か。」で肯定的な回答の割合が
95％を超える。（昨年度95.5％）
・学校評価保護者アンケート「タ
ブレットの活用によりお子様の
学習意欲が向上していますか」
で肯定的な回答の割合が80%を
超える。（昨年度64.0％）

B

（成果）
・学校評価教師アンケートの「本校は児童・保護者の個
人情報の保護に努めている。」で昨年度より肯定的な回
答の割合を維持をすることができた（昨年度97.8％→今
年度97.7%）
・学校評価保護者アンケートの「学校は子ども・保護者に
関する個人情報を適切に保護していますか。」で肯定的
な回答の割合が80％を超えることができた。（昨年度
91.0％→今年度84％）
・学校評価児童アンケート「先生は、ＩＣＴ機器（テレビや
パソコン・タブレット等）を使って、教え方にいろいろと工
夫していますか。」で肯定的な回答の割合が95％を超え
ることができた。（昨年度95.5％→今年度95%）
（課題）
・学校評価保護者アンケート「タブレットの活用によりお
子様の学習意欲が向上していますか」で肯定的な回答
の割合が80%を超えることはできなかった。（昨年度
64.0％→今年度76.2%）しかし、前回の調査より、１０％上
昇があったため、改善方向に進んでいることが分かっ
た。

・保護者アンケートの「タブレットの活用によりお子様の
学習意欲が向上していますか」における肯定的な回答
の割合の上昇をするために、AIドリル：ドリルパークにお
ける活用推進（宿題配布）などを進める。

・タブレットの活用推進をより積極的に
進めてほしいが、セキュリティー管理を
しっかりとお願いしたい。笹原ＩＣＴ展
は、非常に良い取り組みだったと思う。
中身を充実させて、是非今後も継続し
てほしい。
・情報機器の管理については、十分さ
れていると思うが、今後も徹底してい
ただくことを願う。

（11）保護者・地
域との連携

・学校通信に加え、ホーム
ページやメール配信を活用
し、学校から積極的な情報発
信を行う。
学校行事、地域行事などを通
して、地域、コミュニティスクー
ルとの関係を深めていく。
・『ＱＲコード・ツイタもん・
GoogleClassRoom』などの活
用により、学校・保護者間の
やりとりのデジタル化を推進
する。

・多くの教職員がホームページを更新で
きるよう周知し、チェックシートを活用して
どの学年も情報を発信していく。
・地域行事等に可能な限り教職員が参
加できるよう呼びかける。
・学年便りや学校からのおしらせにＱＲ
コードを記載したり、ツイタもんで連絡行
い、学校ホームページの活用推進を図
る。

・毎月、学校通信・学年通信を
発行する。
・学校評価保護者アンケートの
「学校は「学年だより・笹小だよ
り」やＨＰ・下校メールなどで教
育活動の様子を保護者に伝え
ていますか。」で昨年度より肯
定的な意見の割合を維持する。
（昨年度97.2％）
・各学年の学びの具体的な様子
を毎月１回程度ホームページで
公開する。

A

《成果》
・GoogleClassroomを活用し、保護者に対して情報発信を
行うことができた。
・Google保護者メールの登録者数を延ばすことができ、
来年度以降の連絡方法について推進することができ
た。
・HPでは各学年が内容に配慮をしながら積極的に情報
発信を行うことができた。

《課題》
・学校評価保護者アンケートの「学校は「学年だより・笹
小だより」やＨＰ・下校メールなどで教育活動の様子を保
護者に伝えていますか。」では94.7％で昨年度の97.2％
には届かなかった。このことから情報発信の内容につい
て改善の余地があると感じた。

・HPやGoogleClassroom、Google保護者メールを活用し、
よりわかりやすく、迅速に情報発信を行っていく。

・情報の受け取り方(GoogleClassroom)については、保
護者に対して常に丁寧な説明とサポートを行う。

・情報を正確に伝えるよう努める。

・各自治体区の掲示板等で、学校だよ
りｗｐ貼り出しているのは良い取り組み
と思う。ただ、古新聞になりがち（どうし
ても自治会長配布が遅れるので）なと
ころもあるので、改善の余地があるか
と思う。
・コロナにより、地域行事も減少してお
り、教職員の皆様との関わる機会がな
いので、先生の顔が見えず残念です。
お互い、もっと距離が近づけたらと思
う。

（12）施設・設備

・児童が安全に学校生活を送
れるよう、修繕・改修すべき施
設・設備がないか確認すると
ともに、既存の施設を安全に
使えるよう、また、新しい施設
を快適に使えるよう児童に指
導していく。
・「きれいにしよう」とする意
思・能力・態度を育て、清掃時
間が自分を磨く時間となるよ
う指導していく。

・毎月１回の安全点検を行い、技能員と
連携して迅速な対応を行うとともに、安
全な設備の使い方の指導を適宜行う。
　
・全職員は自分の担当場所だけでなく近
くの清掃場所も見回る。
・保健委員会と連携する。
・地域の方（笹ポーターさん）と連携し子
どもたちの清掃活動を見守る。
・清掃活動が充実したものになるよう、清
掃道具の補充、点検を行う。

・学校評価児童アンケートの施
設・設備の項目「学校の道具や
器具が壊れた時、すぐに修理し
てくれていると思いますか」で肯
定的な意見の割合が90％を超
える。（昨年度83.9%）
　
・環境整備に対し児童、職員の
意識が向上する。
・学校評価児童アンケートの「あ
なたは清掃に前向きに取り組ん
でいますか」で肯定的な意見の
割合を、昨年度と同等を維持す
る。（昨年度90.5%）
・学校評価保護者アンケートの
「学校は児童に清掃の仕方や
意義を指導している」で肯定的
な意見の割合が80%を超える。
（昨年度76.8%)
・学校評価教職員のアンケート
の「学校は清掃についい意欲的
に取り組むように指導が出来て
いる」で肯定的な意見の割合
を、昨年度と同等を維持する。
（昨年度88.3%）

B

(成果)
・「学校の道具や器具がこわれた時、すぐに修理してくれ
ていると思いますか。」で肯定的な意見が85.3％（昨年度
83.9％）目標の90％には届かなかったが、前年度の目標
である85％を上回ることができた。
・学校評価保護者アンケートの「学校は児童に清掃の仕
方や意義を指導している」で肯定的な意見が80.1%
（76.8%）と目標を上回ることができた。
・学校評価教職員のアンケートの「学校は清掃についい
意欲的に取り組むように指導が出来ている」で肯定的な
意見が90.7%（昨年度88.3%）と昨年度と同等を維持するこ
とができた。

(課題)
・学校評価児童アンケートの「あなたは清掃に前向きに
取り組んでいますか」では、肯定的な意見が88.4%（昨年
度90.5%)であり、高い水準ではあるが、昨年度よりは下
回ってしまった。

・引き続き安全点検で軽微な段階から報告し、早期
に対応するよう努める。

・ゴミの取り残しが目立つため、目の届きにくい教室
以外の清掃場所を見回りに行くなど、教師からの声
かけや指導を行う。

大規模改修によって、北・南館ともに
綺麗になり、維持の方に力点をおいた
取り組みをお願いしたい。全学年とも
に、子どもたちは、一生懸命掃除をし
てくれているので、掃除の仕方などの
指導強化を望む。（もっと綺麗になると
思う。ＣＳとの連携強化）

学校関係者評価総括　　

次年度に向けた重点的な改善点
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令和４年度も、コロナの影響をうけた１年間であったが、教職員の皆様のご努力により、大きな事故などもなく、子どもたちは健やかに学校生活を送れたと思う。感謝申し上げます。笹小
は、ここ数年、非常に良くなってきているのを実感しているので、取り組み内容などを持続できる様な仕組み作りを、ＣＳ、地域、保護者が一体となって、笹小を盛り上げていける様に情報
発信強化をお願いしたい。

③学習面や行動面で個別支援の必要な児童の情報共有を推進するとともに基礎的環境整備の充実、合理的配慮の提供に努める。

④一人ひとりの子どもにたくましく生きる力やお互いを思いやる心を培うキャリア教育と道徳教育を推進する。

⑤教員の情報機器の活用能力の向上をはかり、よりわかりやすい授業作りに努める。

②災害からの身の守り方や交通ルールなど校内外での安全な過ごし方の指導を徹底するとともに、職員・地域・保護者で連携をはかり、子どもたちの安全を守る。
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2022年度　学校評価総括表　　伊丹市立笹原小学校                                                                                                   

教育目標 心身豊かに学び合う子どもの育成

Ⅰ学び合いの学校づくり

①教育目標の具現化に向けて、学校評価検討委員会及び学校運営協議会を計画的に開催し、課題を共有して組織的改善に取り組む。

②伝え合いひびき合う学びを目指して、「聴く力」「話す力」「話すための書く力」を中心としたコミュニケーション能力を各学年で系統的に指導し、基礎・基本の定着をはかる。

①ポストコロナにおける教育活動の再構築を行う。
②学校・家庭・地域が協力して、それぞれの役割を果たしながら、子どもたちの健全育成をすすめる。
③学校運営協議会のさらなる活性化を図り、一体的に信頼される学級づくりを行う。
※「笹ポーター」による教育活動の支援と「教育のユニバーサルデザイン」の充実をすすめる。

項目

①不登校・いじめ・問題行動の未然防止・早期発見・即時対応に努め、家庭や地域、学校運営協議会、関係機関と連携した取り組みを進める。

③学校だよりやホームページ、保護者向け一斉メール配信等を活用して、積極的な情報発信を行うとともに、情報管理を徹底する。

⑥「きれいにしよう」とする意思・能力・態度を育て、掃除時間が自分を磨く時間となるよう指導する。

⑦学校生活のきまりについて全職員が共通理解をはかりつつ指導にあたる。
重点目標

⑧楽しく安心して運動に取り組むことができるよう指導する。
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Ⅱ開かれた学校作り


